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33年度試験養殖について※

木村三郎・山口 昇

(三重県水産試験場)

三重県の冥珠振興計画として行政と技術の雨商から、いろいろの施策が講じ

られつ Lありますが、技術的には現在最も問題とされております養殖漁場の適

正密度の決定と老朽漁場の改良復旧の二つが、私共に課せられた問題でありま

す。もとよりこのこつの問題は容易に解決できるような簡単な問題ではありま

せんO 単に真珠養殖ばかりでなく、水産業における増養殖上共通の問題であり

まして、従来からいろんな機会に度々とりあげられまして、論議されてきてい

る問題であります。われわれとしても戦後民珠養殖業が再建の軌道にのり、年

々その発展の度を加えるlVe況を見てまいりまして、この問題をとりあげ解決す

ることの必要性を痛感しつ i、今日に至ったのであります。既に現実はこのま

Lに拾て Lおかれないところまでまいりましたので、私共の能力では容易に解

決できるものでないことは、十分承知しておりますが、いたずらに手を扶いて

思案している訳にもまいりませず、こ与に33年度より各方面の御協力と御指導

を得て真珠漁場の総合調査となづけて二三の試験、調査をいたしてまいりまし

た。この内県下の主要漁場の試験養殖について、その経過と結果の一部につい

て報告いたします。

試験養績と申しますのは県下の主要漁場に同一条件で施術した作業貝を分散

配置して、一定期間養殖し、これをとりあげてその哀珠を処湿し解析すること

により、真珠とその養殖環境との関連を知ろうということから、試験養殖とな

づけたものであります。

1.目的

従来真珠養殖についての研究は養殖技術即ち核入れ、卵抜き、貝の仕立等そ

ういうものに関連した貝の生理・生態の研究が主なるもので、これと養殖され

る環境条件とが相互に結びついた研究というものは絵りなされておりません。

従って真珠の品質と環境条件については、この関係を知る資料が全くないと言

ってもよい程であります。こ与に私共としまして適正密度へ進む一つの足がか

りとして、作らわした翼珠の品質とその漁場、即ち養嫡環境を結びつけて一つの

型車 1月研究会講演
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資料をまとめてみようl と企図した訳であります。

2.経過について

(1)核入れ

始めに核入れ作業でありますが、なるべく短期間に必要貝数を施術するため、

富士真珠株式会社にお願いしまして、迫子養殖場から作業員を提供して頂き5

月l白から10日まで、その中最初の日は手ならし、 4日は作業で8日間に核入れ

作業を実施しました。

核入れ 6名

細胞切り 2名

栓さし、雑役 2名

計 10名

この8日間に施術貝数14，003個挿核しました。 1日平均1，7叩個l人l日平均

300個で、作業時間 l日約6時間であります。

母貝 4年貝 120-140掛り

(30年浜島産~採苗育成貝)

細胞貝3年貝 170掛り

(31年浜島産~採白育成貝)

核径 4.5ミリ 重さ O.120土0.004ミリグラム

核入れ作業は冥珠研究所の高山所長を始め布施回の田辺等生氏、富士真珠の

青木駿氏の御立会を得て街l助言を頂きました。

(2) X線検査

核入れした貝は一時浜島弁天浦の試験漁場に般市りしまして6月6目、7日の南

日に島津製作所製作のX線装置により検査をしまして、確実に2個挿核された

ものを試験貝といたしました。

(3) 試験地の決定

試験地の選定につきましては一応県下の冥珠漁場全般に行きわたるように考

えましたが、結果は必ずしもそのとうりにはまいりませんでした。決定の順序

としましては、水試と翼珠研究所と協議しまして予定地のリストを作り、これ

を冥珠研究会伊勢部会を通じてそれぞれの地区について予備交渉をお願いした

上で、現地について更に検討した上で決定しました。試験地は次のとおりであ

ります。

英虞湾 1 8点
地区
浜島(弁天浦)

試験貝の依頼先
水 試
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32 阿曽

33神前

34方座

35古和

36長島

37引本

38 三木浦

39曽根

(4) 試験貝の養殖方法

平かご(1.5尺角)を用い1かごに40貝収容し、 1点に水深2mと5mの2層と

し、一部多徳、間崎、御座(湾口)、奥神明の4ケ所には 7mの深さにも吊り下

げました。それぞれ各層に3かご、員数にして計 120倒であります。

(5) 分散、配置

あご湾 6月17日-6月18日

五ケ所湾 6月19日-6月20日

南島 6月28日

紀州 6月29日-6月30目

的失、鳥羽 7月3日-7月4日

各試験地の運搬はいけすの設備がある調査船に養殖かごを収容し、現地に到

着すればすぐ市下げられるようにして、このいけす船を別の動力船で曳航して

行いました。このやりかたは仲々容易な仕事でございませんので、あご湾以外

の他の試験地はいけず船そのものを動かして運搬しました。

あご湾につきましては予め現地でそれぞれ試験筏をきめて(養殖経営者の了

解を得て)使用するナノレ木に黄色のペシキを塗り、設にでもわかるように標識

しておきましたので、分散配布の際はスムースにまいりましたが、他は遠距離の

関係もありまして、配布の時に始めて依頼するようなところもありました。地

区によっては経営者の自宅をお訪ねしても不在であったり、養殖場が随分遠く

にあって多忙の経営者の貴重な時聞を割いて頂いたこともあり、又時には方々

で尋ね廻ってやっと目的地に辿りついても、責任者がいないから預れないと断
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わられたりしたこともあり、これには大分手間どりました。全部分散し終りま

したのが7月4日でありましたが、その翌日 7月5日には波切の橋本章雄さん

から 5mに吊った貝が死んでいるという御通知を頂き、現地にまいりましたと

ころ、 5m層の3かご全滅という有様でこれが例の立神浦の大事E死の始まりで

ありました。こ U'i補充しでもとても危険で5m層は試験を打切ること Lしま

した。半七浦の異常軽死の調査に連日追いまくらがている最中、又もや長島の

東良ーさんから長島の試験貝も大半死滅している旨連絡を頂きましたので、紀

州地区の他の試験地について照会しましたところ、何れも半分又はそれ以上死

んでいるということで、よく考えてみますと輸送の方法が拙劣であったという

結論を得ました。と申しますのは6月28日南島地区に分散を終り翌29日、古和

から長島に廻航した日は猛烈な荒天で辛うじて長島に入港出来たというような

欣況でありまた。この際いけすに収容した貝がいけずの中で激しい水の動揺を

受け、貝のハサキを著しく損傷したことが原因であろうと忠、われました。そこ

で早速浜島に残っておりました作業員を補充しまして、 7月中匂やっと態勢を

とLのえた次第であります。

(6) かごの入れかえ及び貝掃除

分散が終りますともう始めに配りました突虞湾については、既に一ヶ月以上

経過しておりまして貝掃除、かごの入れかえの時期が迫ってまいりました。当

初の計画!としてほかごの入れかえは毎月 l凹、貝は原則として掃除しないとい

うことにしておりましたが、的矢湾では夏の付7昔物の多い時期に全然貝掃除を

しないと死んでしまうという意見も出されたりしましたので、結局は貝の生活

に影響を与えるような付着物は除去すること Lいたしました。

第 l回の入れかえ、貝掃除

あご湾 7 月 26 臼 ~27 日 五ケ所湾 7 月 29 日 ~30 日

的矢・鳥羽 7 月 31 日 ~8 月 1 日

あご湾の一部(御座、間崎、多徳、、奥神明)

8月3日

紀州 8 月 6 日 ~7 日 南島 8月8日

l回ずっと廻るのに延14日、実日数10日を要しております。

第2回の入れかえ、貝掃除

あご湾 8月22日29-31日

鳥羽・的矢 9 月 6 日 ~7 日

南島 9 月 10 日 ~ll 日

第3回の入れかえ、貝掃除

五ケ所湾 9 月 1 日 ~2 日

紀州 9月9日
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あご湾 9月24日-25日

五グ所湾 10月8日

南島・紀州 10 月 3 日 ~5 日

10月7臼、 9日

的矢・鳥羽 10 月 l 日 ~2 日

毎月 l回を予定しておりましたが、実際は分散終了の7月上旬から10月9日

までの間に前後3回実施したことになり、 10月10日以降は付着物も少なく、か

ごの入れかえ、員掃除はその必要なしということでこれで止めましたO

(7) 回収、浜あげ

試験貝の回収、浜あげは次のように行いました。

あご湾12月7日、 9日

試験貝を全部水試の筏に集結し、これを18日、 19日に採取しました。

五ケ所湾12月15日に同様回収しまして12月17日に採取。

的矢・鳥羽 12月13日、 14日に回収して、 16日に採取しました。

南島・紀州 10月10日 ~12日にかけて回収し、これは調査船の中で回収しつ

L採取してまいりました。

3.結果

以上経過報告をいたしましたが、浜あげ後現在なおその処理、測定を続けて

おりましてまだ検討する段階まで整理できておりません。従ってこの試験を実

施してまいりまして、それから浜あげの標本をひとわたりごく浅い見かたであ

りましたが、見た上で感じた程度のことしか、現在のところでは発表できませ

ん。この点お許し願いたいと存じます。次の機会に又詳しく報告致したいと思

います。

概要としまして

(1) ー殻的に良い真珠のできない漁場、例えば笑虞湾の湾奥などは矢張り、

良いものが出ていない。その反封に湾口に近い、潮どうしの良い漁場、或いは

的矢・鳥羽周辺等は良いものが出ています。

(2) 次に除りよくないと思われているあご湾の湾奥漁場でも、中にはこれは

いけると思われるような標本が出ている場合もあります。これは試験貝をおい

た場所、そこが航路に近い、潮どうしの良い場所にある場合は比較的良い真珠

が見られるように思います。

(占) 色わけについて

標本を吊下げた深さ 2mと5mについてそれぞれ真珠の色をホワイト・ピン

ク系、クリーム系(金色を含む)及びブルー系(異質のもの)の三つに大別し

て漁場ごとに三角坐擦に表現しましたのが第3図であります。
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第3図漁場別、真珠の色の出現率

養殖した深さ
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第3悶の見方
三角形が二つ上下に並んでおりますが、上の方が水深2mに吊り下げたもの、

下が 5mに吊り下げたものであります。斜辺及び底辺に1O~90まであります。

これは%で例えば右の斜辺ぽブルーの系統の翼珠の出た割合で右下にさがる程

その割合が多くなるということであります。 2mの喝合何れの漁場ともプノレ一

系は30%以下、ホワイト・ピンク系のものは20~70%、クリーム系のものは20

-65%ということになります。漁均別に見ますと紀J十[.南島iこクワーム系のも

のが多く、的タミ・鳥羽周辺はホワイト・ピンク系のものが多いという従来から

言われてきたことが肯定されます。

英!虞湾についてみますと、湾全体としてみるとクリーム・ホワイト何れも見

られますが、湾奥の方にクリームが多く、湾中央から湾口にかけては比較的ホ

ワイト・ピシク系が多いということになります。下関の方の5m層に吊り下げ

た場合もほ Y同様の傾向がうか Yわれます。今回の試験養嫡一回だけで断定は

出来ませんが、この試験の結果から水深の点を考慮に入れてみますと、南島で

は深い方がホワイト・ピンク系が多く、クリーム系が少い。こ与に深い方と言

うのは5mを指し、浅い方とは2mを言います。五ケ所湾でも同じ傾向にあり

ます。英虞湾ではこれが逆になりホワイト・ピンク系は浅い方に多く、クリー

ム系は深い方に多いということになります。的矢・鳥羽ではホワイト・ピンク

系は2m、5m何れも大した変りはありませんが、クリーム系はや-"5mに多

く出ております。以上のような色の出現状況であります。 34年度にもう一度試

験養殖が出来る機会が与えられ、結果として同じ傾向が出れば、これを実際の

養殖に応用してよいと思いますが、前にも述べましたように今回一回だけの結

果からは断定できないと存じます。

4.おわりに
最後にこの試験の実施に当りまして各方面からょせられました御指導御協力

に射しまして御礼を申ーとげておきたいと存じます。

まずこの試験について終始御懇切な御脂i撃を頂きました国立冥珠研究所の高

山所長、、並びに太問、丹下の雨技官、試験貝を置くことを御快諾頂き、期間中そ

の管理についても御協力下さいました36ケ所の養殖業者の各位、核入れ作業に

当り御多忙中重要な作業員を御派遣頂きました富士真珠株式会社、核入れ作業

につき貴重な御助言を頂さました布施田の田辺呼生氏と富士真珠の青木駿氏、

試験の主旨に御賛同頂き核を極めて安い価格で御提供下さいました三笠製核所

の高石感三氏、この試験を始めるに当りまして種々御配慮を頂きました研究会

の幹事山本文栄氏、白井洋平氏、以上の方々にきJしまして厚く御礼を申上げます。
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アコヤガイの付着物の量と

貝掃除の回数との関係について業

太 国 繁

(国立真珠研究所)

アコヤガイや養殖器材に付着する生物については既に本誌第二巻第二号(付

着生物特輯号)で詳しく述べられていますが、私は別の試験の日的で付着物の

量について簡単な調査をする機会を得ましたので、この結果と貝掃除の回数と

を結びつけて御参考までに夜、の考えを述べてみたいと思います。この調査は付

蒼生物の穏類等を主としたものではありませんので、こ Lで言う付禁物の量は

生物のみに限らず浮泥等も含め一括した量のことであります。

I 月別の付着物の量

第 l図は多徳漁場における l、2、3米層に垂下(ナイロン吊り)した4年貝

l個当りの付着物の量(括弧内の数字は排水量……単位CC，以下同じ)を、月別

に示したものであります。付着物の量は月により、水深によって違いますが、

調査期間を通じて2米!曹が最も少い傾向を示しました。(この期間を通じて1、2、

3米の各層の中で2米層が最も少い結果が見られましたが、この結果から2米!習が養殖適

層であると結論している沢ではありませんし、叉従来付溜物が多い位の層が貝の成長等が

良いと言われていますが、このこと L貝が汚れた方が成長が良いかと言うこと Lは白から

別の問題であります。)

金

ア之

層 3

b 

第 1図 月別の付着物の蚤:

月
ゲラ雪 (CC)ワ B 今 10 11 

¥) ¥ ) 13. 8C 12.2) 

u <-) 10. I (寸.む

¥) ¥) 14.1(12.5) 

※ 1959年1月31日受理

nu 



E 付着生物の成長に伴う量の変化

付着生物の量的な変化には河原先生が本誌で述べておられます様に、付着生

物の個体数の増加と個体の成長が大きな関係がありますが、第2図は6月の初

めに貝掃除してナイロン吊りにしたものを1ヶ月毎に取揚げて付着物の重量の

増加の;伏態を貝 l個当りに計算して示したものであります。(図が複雑になり

ますので1米層は省略、以下同じ)。各1ヶ月聞に付着した量は細線で示しま

したが、これで或る時期における付蒼物の量は、それまでに付若したもの L単

なる累計ではなく、付着-生物の成長がいかに大きな関係があるかがギIJります。

b 

第2図

-" -J 」僧丘三ヱユ

ワ B

付鳶物の章。の変化

生堂9y
110 

， ， 
Z米曙F， ， ， ， ， ， ， 

， 
， ， 

J ニ長暗， ， ， ， 

， 
， 

〆
d ， 
100 

90 

80 

ワ日

bO 

50 

40 

30 
， ， 

守

耳

10 

20 

10 

11 12 

(1) 貝掃除l回の場合

班 付着物の量と貝掃除の回数

第2図の如き付蒼生物の成長に伴う量

的変化を貝掃除で断ち切った場合にどの

様に変るかを種々の場合について調べま

したが、こ Lでは貝掃除回数について研

究会が行ったアジケート調査の結果で70

%以上を占めた3回と 4回の場合につい

て考えてみたいと思います。

但しこの貝掃除回数の3回、 4回と言う

のは普通避寒から帰った直後と、避寒暗

に行う貝掃除が含まれているものと解釈

して、この2回を差引いたl回、又は2田

の貝掃除を6月より 10月末までの聞に実

施するものとして検討してみます。

l回の場合は6、7、8、9、10月 (5、11月は避寒の前後の貝掃除として実施)

と5つの場合が考えられますが、 6月と10月の場合は結果的には雨方とも第1図

と殆んど同じ様な結果になりましたので省略して、 7、8、9月の3つの場合を第

3図に示しましたo (実線は2米層、点線は3米層)
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第 3図 民掃除(1回)実施の月により{寸斎物の量の異る伊j
重量制
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図で判ります様に、 9月末に貝掃除をした場合が圧倒的に多く (6月、 10月

末の掲合は更に多い)、 8月、 7月の)1闘になっています。このことは6、7月に付

着した生物がこの期間に急速に成長すること(主としで6月のホヤ、 7月のカ

キ・ブヂツボ)と 8月に入ってからはカキ・ブヂヅボの付若が左程顕著でなか

ったことがうかがわれます。結局貝措除 l回の喝合には多徳地先では、昨年は

7月末か8月初めが付着物の量の点のみから判断すれば一番効果的であったと

言えます。

(2) 貝掃除2回の域合

2回のi場合は種々の

組合せによって10通り

の場合が考えられます

が、その喝合の11月末

における付荒物の重量

と排水量を一括して表

lこえ示しました。

貝掃除を2問実施した場合の11月末に
おける貝 l悩当りの村議物の量

貝掃除の月 米 層 米 題

の組み合せ 重量:g 排水量cc 三重量:g 排水蚤CG

6月. 7月 24.0(3) 20.9(2) 34.2(6) 26.7(6) 
6月. 8月 15.9 (8) 19.4 (4) 30.3 (7) 24.0 (7) 
6月. 9月 14.2(lU) 13. 0(lU) 37.9(5) 28.4(4) 
6月.10月 27.2(2) 20.3(3) 53.3(2) 4つ.9(4)
7月. 8月 16.4(5) 13.5(6) 24.4(8) 19.2 (8) 
7月. 9月 15.9 (7) 13. 3 (9) 17.7(lU) 14.8(lU) 
7月.10月 16.6(4) 13.5(6) 19.1 (9) 15.5(9) 
8月. 9月 15.6(6) 14.9(5) 47.7(4) 42.7(3) 
8月.10月 14.5 (9) 13.5(6) 48.7(3) 43.1 (2) 
9月.10月 32.4 (l) 26.7 (l) 70.2 (l) 63.0 (l) 

)円は付7昔物の;量:ろ順位
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これによりますと、垂下深度の違いによって多少結果は異りますが、 2米層

では6月末と9月末に、 3米層では7月末と 9月末fこ貝掃除したものが一番量的に

少い結果となりました。しかしこれらの差は勿論絶封的なものではなく、年に

より或は漁場によって変りますがおよその傾向はつかめると思いますので、付

着物の量の少い組合せは貝掃除実施に当り参考になると思います。

なお念のために最も多い例と少い例を第4図に示しました。

ニオに層 -求庵

重量T

bO 

50 

40 

重量v
30 30 

32.4. 20 

/1 10 

b 7 8 9 10 1 r 12 b マ 8 9 10 r I 12 
月

O[__，-J12J 10 [メユ J
b 7 8 9 10 11 12 

月

第 4図 貝掃除(2回)実施の月により付着物の長の異る例

TV結び
(1) 6月の初めに貝掃除をして、 11月末までそのま qとしておいた貝 i倒当

りの付着物の量は、 2米間で72gr(約19.~) 、 3 米層で108gr (約29匁)で1ヶ

月毎の付荒物の量の合計の夫々 5-10倍となりました。員拐除の効果について

は充分な結論が出ていませんし、又作業量から言つでも毎月実施することは困

難なことですが、同じ l回とか2回実施する場合でも実施時期によって付着物

除去の効果には大きな差が生じます。

(2) この試験に使用した貝は約100-120掛りの大きさでしたが、 6月から11

月末まで貝掃除をしない貝の付着物の最は貝の重量の2-31ぎになりました。し

かしこれは極端な例として、いま仮にj盛寒の前後に各l回、春から秋までの養
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殖期間中に2問、計4回の貝掃除をした場合の付着物の量を、極く大雑把に推

定してみますと54gr・..…約17匁(参考-6月から11月までの180日間にける貝l

個の糞量とほぼ等しい)となり、貝に付蒼した付若物のみでも筏1台当り約貝

162 kg (約43〆)となり、これが毎年々々海中に投入されていることになりま

す。工場排水、農薬等の問題になると非常に敏感な養殖業者の皆さんが、付着

物の処理については自然に生ずるものだからと案外寛大である点に疑念を持

ち、遅ればせ乍ら本誌三巻二号にょせられた中村忠臣氏の提案に賛意、を表しま

す。

垂下深度、貝掃除の回数および垂下

様式が真珠の品質に及ぼす影響について※

五ケ所浦青年真研クラブ料

はじめに

われわれの住む南勢町五ケ所のめぼしい産業といえば、まずミカンと莫珠と

いうことができるO ミカンのことはさておいて、真珠の養嫡業は、現在全戸数

の8割がこれに従事し、その景気のいかんが直接町のほとんどの人々の生活を

左右するのであって、五ケ所すなわち真珠の町といってもい L過ぎではない。

ところで、こ Lでひるがえって、現在の哀珠養殖のやり方についてみるとき、

それは、各個ばらばらの経験とカンにのみ頼っていて、科学的な根擦が薄弱だ

といわなければならないように思う。もちろん、現在までに積み重ねられでぎ

ている経験はそれとして尊重されなければならないが、それと同時に全体を科

学的な基礎の上に乗せてゆくことが大切だと考えるO

そこで、われわれ五ケ所浦青年会としては、真研クラブを設けて白分たちの

力で少しずつでもこの問題の解決に努力してゆこうと考えて、莫珠養殖に関す

る試験研究に乗り出すことに決めたわけである。そして、まず手はじめに、い

つでもわれわれの問で論議の封象となるところの次の3項目についてとりあげ

※ 1月研究会発表
※※ (代表太田敬一、会員24名)

-14 -



てみた。

1. 真珠貝を垂下する深度によって、できる真珠の品質はどうちがうか。

2. 貝掃除の回数と真珠の品質とはどういう関係があるか。

3. 最近真珠貝を垂下する様式にはいろいろのものがあらわれてきている

が、これらは翼珠の品質にどういう影響をもっているか。

以下この3項目の試験の結果、わかったことについて報告することにする。

なお、本文に入るに先立ち、われわれの試験に終始御懇篤な御指導をいただ

いた国立翼珠研究所の高山所長はじめ所員各位に心から御ネしを申し上げるO

試験方法

試験に使用したのは、五ケ所湾産のいわゆる4年貝のアコヤガイであり、昭

和33年4月15日クラブ員10名が直径4.5mm(1. 5分)および4.8mm(1. 6分)

の核を l倒の貝に2個(いわゆる「ふくろ」および「みぞ」に各l個、 11困の
貝に挿核する核は同ーのサイズを使用)挿核した。そして、これを前記の3つ

の試験項目のそれぞれに第 l表のように配分した。なお、このさい、いうまで

もないことではあるが、核のナイス争は一つの試験項目の中で全て一定するよう

に、まただれか特定の人の挿核した貝がどれか一つに編らないように注意した。

第 1表 試験方法

試 夢よ量死び脱お 取揚 常真珠を含む)11lpの
数落貝数貝数ふくろ|みぞ

lr門[ 158 144 

169 148 

153 149 

172 146 

5縫 1200 182 161 148 

200 14 186 152 137 

200 I 40 ]60 146 138 

5 {固 125 28 97 91 67 

10本 400 48 352 325 263 
下 トランク籍 I1/ 5 籍 2CO 24 176 149 136 

様 ポケット // 5枚 200 25 175 162 127 
金網籍

// 6 鰭 240 24 216 184 160 式 1 140是入)
// 5籍 300 28 272 233 171 
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こうして、地先の漁場に設置した試験筏に垂下して12月15日まで養成を行

い、剥身採収した真珠について次のように調べてみた。すなわち、まず全く商

品価値のない異常真珠(俗に「ぶんど」とか「どくず」とかいわれるもの)を

除き、次にその色をホワイト系統、クリーム系統およびブラック系統の3つに

分け、それぞれの個数を数えて色別乃比率を出した。次に、ホワイト系統およ

びク Yーム系統のもの Lみについて、 lf閥l但1の直琶をマイクロメーターを{史

って測り、またその重量を一括して調剤用天秤で測定してそれぞれ1個当りの

平均を算出した。要するに、真珠の品質を、まずその色別の比率によって、次

にその平均直径および平均重量;すなわち巻きによって判定しようとしたわけで

ある。

試験結果および考察

1. 悉ド深度と真珠の品質との関係について

まず第1図は、主下深度別に

よる試験の結果得られた玄珠の

色別の比率を三角度擦にまとめ

たものである。

この図から第1に気のつくこ

とは、核を入れた位置によって

色別の比率にちがいがあるとい

うことであるのすなわち、「ふく

ろ」の珠と「みぞ」の珠とでは、

それぞれ図のとで別々に固まっ

ているのであり、「みぞ」の珠に

は「ふくろJの珠にくらべてプ

ラック系統のものが多いといえ

る。

第2に、問題の垂下深度別に

よるちがいをみてゆくと、 「み

ぞ」の方では余りはっきりした傾向は見られないようであるが、 「ふくろ」の

方では、深く吊ったものほど図の上の方に寄ってゆく、すなわちホワイト系統

のものが多くなるようであるO まずこ逆にいえば、浅く吊ったものほどクリーム

系統のものが多くなりホワイト系統のものが少なくなる。

このことは、すでに三重大学の渡部先生他の報告1) されていること L一致し

第 1図 垂下深度別による真珠の
色別比率の比較
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ているが、}般にクリーム系統の珠の多いことは喜ばれない点からいって注目

されるところであろう。

第 2図 垂下深度別による真珠の巻きの比較

5.0 

組

問

0.3 

0.2 

1.0 

0.1 

1m 3m 6m gm 

次に、垂下深度別による巻きについて比較したのが第2図である。見るよう

に、平均直径および平均重量を大きい順序に並べてみると、 1m、3mおよび

6m、9mの)債となり、要するに浅く吊ったものほど巻きがよいということにな

るO 前出の渡部先生他の報告では、垂下深度による巻きのちがいは僅かの例外

を除いて認められないということであるが、われわれの試験結果で‘は、これに

反した結果が得られたわけでもあり、最も巻きのよかった 1mの平均重量に比較

して、最も悪かった9mのものでは約10%小さくなっている。この10%のちが

いというのは、現実の問題として、まず巻きがよいという点で単価そのものに

も影響し、また仮にj単価が同ーとしてもその比絞的高い良珠のばあいには収入

の上でかなり大きな開きができることになるので、非常に重要なことであると

思われる。

以上色と巻きの悶方を綜合して考えてみると、深く吊るほどクリーム系統の

珠の出現率を少なくすることができるが、一方巻きの点からみると浅く吊った

ものにくらべてかなり忠くなることに注意しなければならないということであ

る。

2. 貝掃除の回数と真珠の品質との関係について

円

i
1
ム



第 3図 貝持除の回数別による真珠の色別比率の比較
'"ワ 4子

ブラック クリ a ム
.輔副 印叫 回

前と同様にまず色別の比率を三角座標で示した第3図から見てゆこう。こ L

でも、すでに指摘したように、 「ふくろ」と「みぞ」とでは色別の比率にちが

いが認められるが、貝掃除の回数そのものによってはっきりした傾向は認めら

れないようである。つまり、貝掃除を多くやったり少なくやったりしても、珠

の色の出方にはちがいが見られないということである。

第4図 貝掃除の回数別による真珠の巻きの比較

魯町n
間

四

0.2 

1.0 

0.1 

。図 2回 4図

次に、巻きについて比較したのが第4闘であるが、明らかに貝掃除の回数の

多いほど巻きのよいことが示されている。そのちがいを具体的に数字で出して
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みると、最も巻きのよい貝掃除を4日ゃったものにくらべて、全然掃除をしな

かったものは、約10%平均重量が小さいという結果になるO

ところで、国立真珠研究所の山口先生が報告わされているところによると、

その試験の結果では、貝掃除回数のいかんによって巻きにちがいが認められな

いとのことである。この点われわれの結果と一致していないのであるが、しか

しその試験方法についてよくしらべてみると、山口先生のばあいは、民掃除と

寵とりかえとをはっきり区別して、貝掃除を多くやるものも少なくやるものも

全部謹のとりかえを一様にやっているので、誌のとりかえを貝掃除と常に同時

に行なった(たとえば、貝掃除を全くやらないばあいは寵も全くとりかえな

い)われわれのばあいとは、試験方法に大きなちがいがあったわけであるO

そこで、この雨方から推定してみると、真珠の巻きをよくするという点から

は、むしろ貝掃除そのものよりも龍をとりかえることの方が大事なのではない

かと考えられる。

3. 垂下様式と真珠の品賀との関係について

第5図 垂下様式別による真珠の色別比率の比較
ホワイト

プフフタ タリーム

回 40 

第5図が垂下様式別試験による真珠の色別の比率を示している。傾向としで
は、 「ふくろ」にむいて金柄寵およびトランク寵が他のものにくらべてホワイ

ト系統の珠が多くクリーム系統の珠が少ないようであるが、全体としては余り

大きなちがいはないようである。

門
川

υ



第 6図 垂下様式別による真珠の巻きの比較

6.0 

置圏 平均直緩

f22I 平均重量
E 

0.3 

5.0 

0.2 

1.0 

0.1 

モツコ ナイロン吊りトランク箆 ポケ Y ト 金網寵 金網箆

40コ入 ωョ入

次に、第6図に示した巻きについてみると、もっこ、ナイロシ吊り、 トラ γ

ク龍、ポケット、金網寵40貝入り、同60貝入りの)1慣に巻きがよいことがわか

るO つまり、いわゆる開放式あるいはたて龍を採用した方が、在来の金網寵と

比較して巻きの点から優れているということになる。このことは、山口先生の

報告おとほぼ一致しているが、われわれの今回の試験結果からすると、最も巻

きのよいもっこのものに封して、最も思い金網寵60貝入りの珠の平均重量は、

約24%も小さいという結果になっている。

要 約

垂下深度、貝掃除の回数および垂下様式が真珠の品質に及ぼす影響につい

て、昭和33年4月から12月まで21回J中核のアコヤガイを使用して試験した結

果、次のようなことが明らかとなった。

(1) 垂下深度については、深く吊った方が「ふくろ」においてクリーム系統の

珠が少なくなる傾向があるが そうすると浅く吊ったものにくらべて巻きが

悪くなることに注意、しなければならない。

(2) 貝掃除の回数のいかんは、真珠の色別には関係がないようであるが、巻き

の点からは、多く行うほどよい。なお、このさい、貝掃除そのものよりも、

寵をとりかえることの方が、巻きをよくする上で重要であると推定される。

(3) 垂下様式については、色別の比率には余り大きなちがいがないようである
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が(傾向としては、 「ふくろ」において、金網箆およびトランク寵が、他の

ものにくらべていくらかクリーム系統のものが少なくホワイト系統のものが

多くなるようである。)、巻きの点からは、在来の金網寵よりも開欣式ない

しはたて寵を使用する方がよい。
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真珠研究所報告1，

アコヤガイを母介とするプラスチック製※

大型半円真珠の養殖について

竹 子 之 助

(徳烏県水産試験場)

この実験は、昨年6月中旬、堺市常盤町宝来利一氏より試験の依頼をうけた

もので、最初私としても半円真珠核の挿入をしたことがありませんし、又依頼

を受けた当時は、真円真珠の実験に忙しかったのでしばらくそのま Lにしてお

きました。 7月に入って送ってこられた半円核の見本を見ているうち、第l閲

に示した様に、この半円核に穴をあけ、これにナイロシテグスを接着させたも

のを母介であるアコヤガイの外面から貝殻に穴をあけ、このナイロシテグスを

内側!から通して殺の外側でとめれば脱核の心配はなく、その上希望する位置に

どこにでも核を回定させる事ができるので、従来アコヤガイでは養殖国難であ

った18mm以上の大型半円翼珠の生産が可能であり、尚挿核技術も簡単である

ため、誰にでもすぐ出来るのではなかろうかと思い立ち、見本の核にドリノレで

穴をあけセメンダインでナイロシテグスを接着させたのち、実験して見ました

ところ、核揮入に封して満足すべき結果が得られたので、宝来氏宛に図に示し

た様な核の製作をしてくれるのであれば試験者嫡を引受けようと連絡したとこ

※ 1959年l月10日受理

1la 

円
J
U



第 1図核の構造
A:プラスチック核

C 

B:化学合成績丸池(サラン)

C:サヲン糸が引抜けにくい様に

給自をつくり接澄

第 1表

ろ、さっそく送ってきましたので7月
下匂から10月5日までの問、適当な母

貝を撰別して核入実験を行って見た次

第であります。

に使用した核の種類は、第l表

vこ示した通りであります。核の材質は

アクリノレ・酷織・スチローノレ・アセテ

ート・ユリヤ・ポリエスでこのうち、

ユリヤとポ Yエスは不溶ですが他の核

はアセトン・キνローノレで溶かすこと

が出米ます。核の大きさは 1表に示

した様に8mm-18mmまでのものを

f史府しましたが、手ムとしてはできる7三

け大型の核を希主えしたのであります…

核の種:類

考

と云うのは、小型の半円核は従来の方法で充分な成果をあげているし、又、商
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品的価値も低くく、現在生産されている大型の半円支珠はアコヤガイよりも大

型の貝、即ち、マベ・黒燦貝等でつくられていますがこれは特定の人しか養殖

出来ない版態にあります。そこで一委身近にあるアコヤガイで、マベ其の他大

型の貝に優るとも劣ることのない大型半円真珠の生産を期待し、あわせて大珠

真円~珠核挿入時の傷貝(内貝)や、レントグシにて脱核を確認した貝を母貝と

して使用すれば l石2烏でもあり、又、冬期の仕事として半円真珠裏張り作業

をすれば、工員を遊ばせることなく経済的にも有利と考えたからであります。

宝来氏から依頼を受けました試験の目的は、プラスチック核で生産された半

円冥珠を溶剤に浸潰して核だけを溶解し真珠層を損傷することなく能率的に核

を除去する。そのために真珠の養殖に最も適思するプラスチック核の種類を決

定したいというので、この意味に於いて既に試作されていた8mmの小型のも

のも挿絞しました。これまでの半円冥珠は開くところによりますと、核を除去

する時、真珠層を破損してしまうE容が高いため製品歩留が患いとの事ですが、

このプラスチック核で生産された半円哀珠の翼珠層が損傷されることなく核の

みを除去することが出来れば業界に益すること大と信じます。

次に核の位置並に挿核方法について、私が試みた実験の概要を報告します。

半円核を挿入した位置、並びにその日寺の核の状態を第2悶に、核の止方を第

3図に示しましたO 尚、今回実験した挿核位置を説明の使宜上、 A点、 B点、C

点とします。

A点に入れた王室由は、他の位置より最も良く真珠質が巻くであろうと考え、

養殖期間の短縮をはかるためであります。

十
広 図 右図

第 2図核挿入位置

;ie函: 核を回定した位置
右図: 核と外套膜との関係を示す

内
〈
叫ηL
 



B，rえは広いのでこのf立置で'18mm以上の大型

のものが出来ないだろうか。

C点は従来の半円核挿入位置で封象と考えて

実験して見ました。

に使用したアコヤガイは5年生の貝で、

大きさは員当り70飼料、のものであります。核入

れにあたっては、先ず希望する位置までヘラで

外套肢をひろげ、 ドリノレで穴をあけ、次にナラ

ン糸のタ己をピンセットでt1Zみ、アてにさしこん7三

後糸を引張りノドらピンセットで処定の位置まで

核を送ります。次いでほぼ中央部まで剖られた

マッチ軸の割目に糸をはさみこんでしっかり[詰

定させ更に割ったところをクラブヒツチの結び

方でとめます。 A点、 B点の穴あけ、並に核の

固定は簡単ですが、 C点は奥ですので穴をあけ

るとき希望位置までヘラを差入れ、 ドリノレの尖

端で表皮を傷けない1蒙に保護しながら穴をあけ

ます。この様にして挿核された半円真珠核の其

の後の経過を見ると次の様であります。

1) 2ヶ月養殖されたものについて観察をしてみると、ドリルであけられた
穴から浮泥が浸入したため、直角に~;珠層が貝殻から核に被差しにくいことが

わかったので、浮泥の多い海域では穴を塞ぐことが必要であった。

2) A点に固定した核を外套膜が完全に包被するのに要する日数は、個体に

よってまちまちであるが大体 2 日 ~7 日であるO 真珠層の分泌i比況を見ると内

倶IJ (奥)の方は貝殻から直角に冥珠層が分泌されているが、外側の方はI度富

士の裾野の様になってしまい、これが所定の期間養殖された場合、はたして殻

から誼角に真珠層が巻いて、理想的な半円真珠に整形されるかどうか疑問の擦

に考えるO

3) 従って挿核位置は出来るだけ貝殻の奥の方に深く入れた方が、スタイノレ

第 3図核の止方
A:サヲン糸を答11悶には

さみ該を回定した後
B:クラブヒツチの結方

で止める
C:完了図

A 

B 

C 

の良い半円真珠の出来る可能性が強い様に足、われる。

4) 核挿入にあたって必要以上に外套膜をおしひろげてしまうことは危険で

ある。寧ろ核のおさまる程度か、少し狭い位にして核が外套膜に密着する様に

留意するO 必要以上におしひろげると半円核の河囲全体が富士の裾野の様にな

ってしまう恐れがあるO

AUτ 
η
L
 



5) 外套膜に接した半円核の突の部分には直接真珠層が巻いているが外套膜

の縁に援したところは稜柱層で被はれている。

6) 真珠のまきはA点>B点>C点の)i院に良い様に考える。

以上の如く、何分養殖期間が短いので現在のところ詳細な報告は出来ません

が、とにかくこの方法によって

(1) いま Lでアコヤガイでは養殖困難であった大型半円実珠の生産が可能で

ある。

(2) 脱核の必配がない。

(3) 核の移動によって形成される不整形珠の出現を見なくなるO

(4) 宝来氏の研究により、核の除去が容易になれば、製品歩憶をはるかに向

上ざすことが出来る。

(5) 母介が身近に沢山ある上に、特殊な技術?を必要としないので設にでも挿

核できる。という事が言えると思います。

追記半月核に化学合成繊維をつけて半円真珠を形成さぜる方法と核の構造について特

許出顔中。

付記小竹氏は徳島水試の養殖部の技師ーで、従来から真珠養殖の基礎的、応用的研究を

され、主として白木水産学会に発表されているが、過日行われた全国真珠養殖協

議会の席上に発表せられた、本稿を特にお願いしていたどいたわけで‘あり、研究

会員に代って厚く御礼申し上げます。(白井)

アコヤガイの足糸切断と成長について巌

蓮 尾 真 澄

(国立真珠研究所大村支所)

アコヤガイは自然の朕態においては足糸で他の物に付着して生活している

が、環境条件が生活に不透となった時には、みずから足糸を切って移動し、再

び足糸腺の分泌により物に付着することは、みなさんも良く御存じのこと L思

議 「しんじゅ」第37号
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います。この足糸線の分泌は研究報告(結城)によると、夜間が昼間よりも盛

んで、明らかな日週期活動が認められるそうで、貝殻間関連動や酸素消費量等

にみられる現象とともに、アゴヤガイが夜間活動性のものであることを示す指

標ともなっています。

真珠美J[古の海事作業の内で、貝掃除のために賛される労力や時間および費用

は並大抵のものではないだけに、近頃は掃除の回数についての再検討問題も起

きて来ているようですが.この貝掃除を実施する際に、前提として行われるの

が足糸の切断です。

貝自体が生活環境に封応するための本能的行為としての足糸の切断はさてお

いて、人為的の切断について考えてみた場合には、それが貝におして、どんな

影響を与えるものであろうかということが思い浮かべられること i思います。

少くとも、貝にとっては、不自然な行為とみるべきでしょうから、その生四機

能に撃すしても、何等かの変化を及ぼすのではなかろうかという一応の関心が湧

いて来ます。切断の方法にしても、貝掃除庖丁を使用する場合と手で切る場合

とがありますが、普通行われる貝掃除の捺には、庖丁を使って出来るだけ手で

切ることを戒めているようです。これは、切断の必要が生じた場合でも、なる

べく貝に恐い影響を与えまいという考え方、つまり、手で切ることは、庖丁を

使用するよりも、貝の軟体部への衝撃が大きいだろうとの思いやりが、根本と

なっているのではないかと思います。又、 「卵法き」の均合に衰弱貝がでるの

を防止するためとの理由で、操作期間中は全然足糸を切らぬ人がありますが、

これについても同じことが云えそうです。これ等とは反釘に、貝が良い条件下

におかれることは余り好ましくない、むしろ、不健康な状態におくことが目的

達成の助成手段になるだろうと考えて、 j包丁を使わずに、わざと手で切る l易合

があります。云うまでもなく「卵ほき」促進の一手段として、期間'Fは千によ

る切断を頻繁に行ったり、 「卵抜き」貝が再び抱卵し始めるのを抑制するため

に役立つものとして、毎日予で足系を切ったりする場合が、これに該当しま

す。後者の場合には手で切るという「方法Jの外に、頻繁に行うという「回数J

をも考慮の中に入れられているとみるべきでしょう。

以とは大部分の方々が、経験的に足糸の切断が貝の生現状態に封しでも、何

らかの関連をもつものであるだろうということを意識されて、それを貝の養成

の面に利用されている結果に外ならぬものだと思います。しかし、中には漠然

と惰性的に仕事を進めておられる向きもあるのではないでしょうか。こ Lに何

故そうした方がよいかという、出来れば、はっきりした限擦を摘んでおきたい

ものです。員の生理機能の変化は、その成長と裕接な関係をもつものと推察さ
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れますから、足糸切断の方法や回数の相違が貝の成長に影響をもたらすかどう

かを検討した結果が、その根撲の存在{悩値を決定付けて呉れるものと思います。

以上のような意味合いから、標題のような試験を実施しましたのでその概容

について述べてみましょう。

試験貝として三重県庭養嫡2年貝(昭和32年採首、 33年5月六村に移殖)を

使用し、足糸切断の回数は5・10・15・30日毎にそれぞれ i回宛行う 4.1i'干と

し、また各群を:2分し、それぞれ;包丁、手による切断を実施した。

式貝、各処j1j1別に100i!のE汁.800Milで、全制誌の中央部に仕切りをなし

各区に庖「切断用50ft日をそれぞれ収容した。 33'I[乙8Ji 15日からII月13日まで

の満3ヶ月の試験期間中に 1ケJi憶に計4目、設氏、殻高、殻「ilについて測定

し、 I司ll{fに誌の交換を行った。期間中における各測定部位についての平均成長

量を処理別(ー処氾は50倒宛21洋)に示したのが第 l表乃至第3去です。

検定の結果によると、切断の問攻によっては有志の去が認められるが(危険

率 5%、以下向じ)、 5・10・15日毎にそれぞれ足糸を切った貝相互間の殻民の

第 1表 足糸切断と殻長の成長
m
 
m
 、込

伸びには 主が認められなかった。このことは30日毎に l回切断した貝の

イ，1，びが、他びものより良かったことを示しております。

又2つの切断の方法による {Ellびを比較してみると、第 h授のようで庖

丁による切断の方がよいようには見えますが、検定の結果では去は認められま

せんO

2. 

切断の回数、方法によっては殻高の伸こfには有意の差は認められません。す

なわち、永い間隔をおいて切断しても、頻繁に切っても殻高の伸びには去がな

く、又、庖了を使っても、手で切っても、それとは無関係に同じ現!支の成長状

態を示しております。

沼



第 2表 足糸切断と殻高の成長
(mm) 

10 日

15.28 

15.22 

14.96 
手

14.78 I 15.16 I 15.44 

3. 殻 rb

切断の回数によっては有意の主が認められ、殻長iとみられたように、 30日毎

に l回宛切断した貝の殻巾の成長量が大きいという結果が得られました。

切断方法にも同様に有意の差が認められ、庖丁を使用した場合が手で切った

第 3表 足糸切断と殻巾の成長
(mm) 

4.61 I 4.95 

ものよりも「厚み」の増し方が大きかったと言えるようです。

以上のような試験結果から、貝掃除に際しての足糸切断は、手で切ることを

避けて努めて庖丁を使うようにしなければならないという理由が成り立つでし

ょうし、同時にみなさんのやっておられる現行法が合J連的であることも裏付け

しているわけです。ことに母貝としての品質を云々する場合の最も大きな要素

のlつである「膨らみJに去を生じたことに到しては、大きな関心を持つべき
ではないでしょうか。

以上、アコヤガイにとっては単なる付着器官としか考えられない足糸の存在

が、養殖作業の面においては如何に取扱われ、そこにはどんな意義が抱含され

ているかを‘成長の面から検討したに過ぎませんが、このようなとかく看過し

易い些細な行為の中にも、相当なi長擦がある答です。それらを把握していくう

ちに、自己の仕事に釣する自信も深められ、ひいては技術向上の途も開かれて

来るのではないかと思います。
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真珠雑感 (V)来

川 ま わ し 111111111111

一特にイケスを利用した員の輸送について一

山 内 栄

御木本幸吉によって真珠泰子i査が始められてから60数年、実珠養殖業はその技

術面及び海事面に数多くの改良が加えられて現在に至ったのであるが、それら

改良のーっとして、こ Lに避寒と云うものを取上げてみる事に致します。

貝のj盟主主と云う様な事が行われなかった養殖初期に於いては、漁場の冬季の

低水温と云うものが重視され、それが頁珠養殖漁場の重要な立地条件のー要素

となっており、その為に、自然と漁場もある水域にかぎられておりました。そ

れが年々改良され、現在では冬の問だけ、貝を南の暖い漁場に避寒させると云

う事が行われる様になり、自然とその漁場も広がってきたわけです。

最初の内は冥珠の養殖漁場と云ってもかぎられた地域にあり、 i~寒と云つで

も、あまり長距離の輸送は行われなかったのですが、現在では真珠養殖業界の

発展にともない、広く各地に養殖場が出来、非常に長距離の貝の輸送が行われ

ております。

この避寒、その他貝の移動の為の輸送、百fi謂~貝まわし、には非常に多くの

問題を含んでいるのですが、残念ゐ:事に業者各位は案外にこの問題について無

関心であります。

そこで、今回はこの避寒に関係のある貝の輸送、所謂グ貝まわし。について

の私見を書いてみる事に致しました。

輸送の方法としては船、汽車、 トラック等により、貝をf空気中に露出して行

う方法と船のイケスの中に入れて行う方法とに大きく分ける事が出来ます。前

者の空気中に露出して行うところの方法は主に短距離の輸送や活力の強い稚貝

等を送る様な場合にかぎられており、長距離輸送の場合には船のイケスの中に

貝を入れて行うところの方法が広く一般に用いられております。

後者の場合、普通イケス中の水は循環しており、古い水が新しい水とどんど

滋 1958年12月l日受理

加



ん入れかわっている為、一般にこの方法によれば前者の方法に比較し、輸送中

貝には影響を殆んど与えないものと考えられ、輸送による貝の衰弱などと云う

ものは殆んど問題にされておりません。

ところが実際問題として、輸送中に貝が良く産卵すると云う事からも考えら

れる様に、この方法に於いても民に主主る種の強い刺戟(影響)をJ与えているも

のと考えられます。

この輸送中の貝に与える影響(イケス内の水の性質の変化と云うものが、そ

の主なものと考えられる)についての試験・研J売と云うものは殆んどな

いのですが、しかし、これは決して版視し得る問題ではないと思います。特に

現在の如く泣く県外に漁場が進出し、長*[~離・民時間貝を輸送する場合には、

これは重姿な問題になってくるものだと思います。

そこで本誌六号の豆球養殖上の問題(宮内)に(笥j準に述べられているグ貝輸

送中のイケスl勾の水温変化止を中心にこの問題を考えてみる事に致、します。

〔貝まわしの貝に与える影響〕 輸送中に於けるイケス内の水の性質で

ありますが、これは船が内海そして外洋と非常に広い水域を長時間走ってお

り、その間にイケス内の水はどんどんと換っているのですから、 7]¥の性質と云

うものはその場所、場所によって変化していると云う事になります。

一定の水域では古い水が出て行き、新しい水が入って来ると云う環境は非常

に好ましいのでありますが、広い性質の異る水域を移動している場合には新し

く入って来る水の性質はその .\J~ij所、場所により、即ち時間ごとに臭ってくるわ

けでありますから、その水の変化と云うものがアコヤガイに与える影響と云う

ものを;考えた場合、イケスの内とまとうものは好ましからざる

らないと思います。

と云わねばな

この場所によって、時間によって変るところの水の性質の中で、特にアコヤ

ガイに影響を与えるものとして注意すべきものは水温と比重だと思います。

その内、水はグ員愉送中のイケス内の水温変化グの図にみられる如く、わ

ずか数時間で 7~80 Cと云う激変を示しております。この様な短J寺間における

水温の激変と云うものは、夏期に於けるアコヤガイの奨死のー原因と云われて

いる水温の急激な上昇の事からも決して無視出米ぬ変化で、あると考えられます。

一方、比重についてでありますが、これには適当なデーターもないのですが、

内湾と外湾、そして河川水の影響のある所とない所とでは相違があると考えら

れますから、これまた決して無視出米ぬものであります。特に雨期には……。

この様に貝まわし中の水温・比重の変化と云うものは重視すべきものなので

ありますが、実際問題としては、空中に露出されたものについては不自然な環
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境のもとにおける輸送方法と云うので、その前後の貝の取扱いと云うものが自

然慎重に行われしているのに釣し、イケスで輸送する方法では貝が自然!伏態と同

じ水の中に入れられていると云う事のみで安心し、輸送と云う事の為に貝を特

別に取扱うと云う様な事:は殆んど一般には行われていない様であります。

〔貝まわし中の員の衰弱〕 ところで、貝がイケス内の異常な環境のも

とにおかれた場合、貝がどの様になるかと云う事を考えてみますと、アコヤガ

イの夏期海死のー原田と云われている水温の急激な上昇のカーブとイケス内の

水温変化のカーブを比較した場合(貝輸送中のイケス内の水溺変化の図参照)

容易に考えられる様に貝は相当に衰弱するものと考えられます。

特に、春のまだ水温が充分と昇ーしていない、貝がまだ冬眠から覚めるか覚め

ないかと云う様な時期に輸送された場合には、貝vi冬眠自体によっても相当衰

弱しているのに、それに加えて輸送中の急激な環境変化と云う影響を受けるわ

けですから、貝は搾死しないまでも、非常に衰弱し、緊死に近い状態になるも

のと考えられます。

〔対 策〕 貝まわしで貝が衰弱する可能性が充分あると云う事は御理

解していた Yけたかと思いますが、では針策としてどの様にすべきか・ク

理想を云えば、貝まわしは水温が充分に上昇し、貝が冬眠より覚めて充分体

力を回復してから行う様にすべきであります。しかし、色々な関係でその様に

行えないのが現状ですし、それには化粧巻漁場を利用する期間が短くなると云

う様な不利な点も含んでおります。だから理想通りに行えない現夜の貝の取扱

い方法を何かで補うと云う事が必要となってくるわけで、あります。

それには輸送後の貝を養生させる事です。冬眠、貝まわしで衰弱した貝の体

力を回復さぜ、新しい漁場の環境に 1日も早く直らす様に貝を充分に養生させ

る事が必要だと思います。その意味で貝まわし後、養生(静養)期間として、

少くとも 2~3 週間は貝掃除やその他の作業はざけるべきだと思います。

ところが実際は員の輸送されて米るのを待っていて、すぐに貝掃除を行うの

が普通です。春の貝まわし時期の7J<.混と云うものをみてみると、多くの場合、

アゴヤガイの適温以下なのですから、この時期の貝掃除が貝に与える影響と云

うものは無視出来ぬものです。民は衰弱していない時でも貝掃除によって衰弱

する、哀弱とまで行かないとしても、或る悪影響を貝は貝掃除によって受けて

いるものです。

春、第1回目の貝掃除後の貝の楽死が多いと云う事をよく聞く場合がありま

すが、この様な現象は貝まわしによる衰弱に貝掃除による影響が加わり出てく

るのではないでしょうか。

ームη
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貝まわしについての研究がありませんので、断言は出来ませんが、貝まわし

による貝の衰弱と云うものは無視出来ないものだと私は思っております。

貝まわし直後の貝掃除、この様な荘t類の作業が真珠を雑貨品だと云わせるー

原因を作っているのではないでしょうか。

組合長に松尾氏決まる

副組合長は西岡荻原両氏留任

鐸欝第九回通常総会開く

全国真珠養嫡漁協では 1月22日伊勢真珠会館で第九回通常総会を開き、 33年度

収支予算案をはじめ、新事業計画などを審議したが、同総会ではかねてより空

席となっていた同組々合長に松尾圭起氏を選任した。

集荷事業の促進図る

新年度事業計画など決定

同総会には組合員総数1.123名のうち598名(委任状提出者数 173名)が出席、

午前11時西岡副組合長が、出席者A数の定員に達したことを告げ、開会を宣言し

た。

まず議民選任は副総合長が議場に諮り、松尾去起氏が選出され、議案の審議に

移った。

第一議案ニ33年度事業報告ではお年9月から11月までの共同販売受託扶況は集

荷貫数976貫383匁ー評価額455，913，400円処分量192貫566匁5、処分量評価額

97，790，900円処分量売上額108，667，200円、残高数量783貫816匁6、この評価額

は358，122，500円と報告された。

第二議案(1)=原案通りこれを承認。

第三議案=34年度事業計画は(1)販売事業、組合員の恕解と協力に基き、集荷の
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国では委託販売による一元的集荷を促進し、販売の面では共同計算による共同

販売を実施し、市価の安定と、取引の健全化を図る。 (2)常用事業、組合員の経

済安定のため資本蓄積を勧奨し、貯蓄の増強を図ると共に一面これを見返りと

した経営資金を融資し、生産性の向上を図る(3)利用施設、組合員のため真珠会

宣言利用の便宜を供与する(4)その他、冥珠養殖事業の安定と発展のため諸施策を

構じこれの実施を推進するという原案を承認。

第四議案=借入金最高限度20億円、貸付金の最高限度300万円、その他原案通

り承認。

第五議案=預け入先金融機関は、農中、日本勧業銀行、百五銀行、三重信漁連

に議決。

第六議案=定款一部変更の件は、総会が l月開催になったため、役員の任期に

空白が生じるのを防ぐため定款の附則として次の一条を設けることに議決「創

立第九回の役員の任期は、 34年l月31日までとする」

第七議案コ役員選任の件は組合長松尾圭起氏、副祖合長四悶光夫氏並びに、荻

原孝之氏の三氏を選任した。しかし専務政事、常任理事、常任監事は来たる 2

月11日の新任役員会で、それぞれ玉虫事、監事互選の上決定すること与なった。

この後、真珠買取有限会社への出資金、堀口前組合長への退職慰労金呈上の件

などを、事後承認の形で承認を得た。なお、生産資金貸代の未償還分について

その取扱い、今後の見込み等に関して、きびしい批判的な発言があった。

閉会は4時30分、閉会後の懇談会においても、組合の運営、業界の情勢等につ

いて意見の交換を行なった。

(真珠新聞第181号より)

新年度生産計画案近く終る

関係府県事務連絡会開く

34年度の真珠貝施術数量目標は、日下水産庁当局で慎重な検討が進められてい

るが、本年は咋暮?こ開かれた第一回関係府県事務連洛会議での申合せに基き、

例年より約lケ月早くこの目標数量を決めることになっている。このため当局

では1月26、7[1の隔日に亘り、関係府県事務担当官を招き、各県からの提出資

料を基に生産計画の具体案作成に入ったが、先、後進県とも真珠生産の計画化
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の必要性を強く認識してきているところから今年度の計画案は内容の充実した

ものが生れるものと期待されているO

水産庁ではI月26、7日の雨日に豆り東京葉珠会館4階会議室で第二回関係府

県事務連絡協議会を開き、 34年度生産計画に封する各県の意見調整を行った。

真珠の計画l生産は本年で4年目を迎えるが、従来まで法的な裏付けのないと

ころから実施面で多くの問題を内包し、また真珠養殖事業に劃する先進県と

後進県との考え方の相違などがあって、その成果は多くを期待されていなか

ったが、昨年暮三重県の国立葉珠研究所で開かれた第一団事務連絡会議でこ

れに封する意見調整が行われ、今回の会議でも一応の方向づけが得られた。

水産庁では同連絡協議会での各県の意向を勘案して近く34年度生産計画(真珠

貝施術数量目標)案を決めるが、昨年度の6千9百万個と同程度におさえたい

意向の様である。

3月に組悪真珠を鳴門に鹿棄
日本真珠輸出組合では、 33年度の輸出不適梅真珠を来たる 3月21日に廃棄する

こと与なった32年度の不適格真珠は、 32年12月に行われた真珠まつりの事業の

一環として、約300貰を三崎沖に廃棄したが、今年度は、兵庫の鳴門海峡におい

て行われる予定である。 (真珠新聞第181号)

「番号Jで規定

全製核連メートル法実施で対処

全国真珠製核協同組合連合会では
従来の取引上 mrn建
サイズの番号

1月18より実施された度量衝のメー 分厚毛糸

トノレ法統ーにともない、取締行政機 0.496 5 1.5 1. 782 18 5.4 
0.594 6 1.8 1. 881 19 5.7 

関の認諾のもとに昨年までの度量を 0.693 7 2.1 1.998 20 6.0 

全般的に廃止、新らたに「番号」に
0.792 8 2.4 2.079 21 6.3 
0.891 9 2.7 2.178 22 6.6 

よる規定を定めた。 0.998 10 3.0 2. 277 23 6. 9 

これは今までの習慣がはなれず、新
1.089 11 3.3 2.376 24 7.2 
1.188 12 3.6 2.475 25 7.5 

しい度量方法になれるまでの過度期 1.287 l3 3.9 2.594 26 7.8 
1.386 14 4.2 2.673 27 8.1 

のまぎらわしさによる、業務能率の 1.435 15 4.5 2.772 28 8.4 

低下を防ぎ、電話、電報等の発注の 1.584 16 4.8 2.871 29 8.7 
1.683 17 5.1 2.997 30 9.0 
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際にもあやまりやすい紛争をなくす様にしたものである。これによって必然的

に本年度の標準となる核価格規定の場合も「番」により、 「量」は10グラムを

単位とすることになる。

なお、メートノレ法実施に伴なう届出済の取引量目、並びサイズ区分明細表は次

の通りである。

1.量日

取引の量目はグラム建とす

2 サイズ取引のナイズ及その番号は在の通り

昭和34年度核標準価格表

サイズ区分 1当0グラム
取引番号 り価格

5 - 7 80円

8 - 11 65 

12 14 50 

15 16 55 

17 19 65 

20 21 75 

22 85 

お 30 105 (真珠新聞第181号)

真珠のクズ玉をなくする

県立大辻井講師が実験に成功

真珠のクズ玉をなくすることは、真珠養殖業者の夢だが、県立水産学部辻井禎

講師(32)は、クズ玉のできる原因を突きとめ、薬品で処理した真珠核を使って

実験したところ、すばらしい成果をあげた。こんごさらに薬品の研究が進め

ば、クズ玉の一掃も夢ではないと期待されている。

0…普通クズ玉といわれるのは真っ黒な柔らかい玉か、かつ色で全然ツヤのな

いもので商品価値はぞロ。県水産課はグ戦前は全体の約3%ぐらいで非常に少

なかったが、最近は真珠イカダがふえ、海中の老廃物が多くなったなどの原因
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でクズ玉が急、にふえ、平均16%に上っている。県全体では年間6千万円以上の

損害だろうグといっている。

0…辻井講師は、このクズ玉のできる原因が「真珠をつくるアコヤ貝の卵子、

精子、血球細胞などが核と真珠袋の間に入り込み、分解して真珠袋を刺激する

ためタシ白質が多くなり、珠特有の光沢を失わせるのだJということを突き
とめた。

病理学的にクズ玉のできない方法はないものかと考え、同学医学部病理学教

室林秀男教授らに相談したところ、リユクマチなどの炎症を抑制する物質と

して動物実験で成功した卵白アルブミン(卵の白身中に含まれているタシ白

質)と、オボムコイド(卵白アルブミシ中に含まれる糖タン白の一種)を使

ってみたらということになった。

。…昨年8月、志摩郡の的欠湾にある佐藤養殖真珠研究所で、 200個のアゴヤ

貝を50個ずつ4つのグループに分け、それぞれ卵白アノレプミンを濃くしたも

の、事者:くしたもの三種と、オボムコイドで処理した核 (i直径約5ミリ)を入れ

半年間、湾内につるしておき、さる11日から16日までに引上げて調べてみた。

その結果、卵白アノレプミンを濃くした第一のグループからはキズ玉が16.6%、

薄くした第二のグループからはわずかに52%出ただけで、脱核数が多かった L

め調べなかった第三のグループを除いて、オボムコイドを使った第四のグルー

プも 9.6%と好成績だった。

0…さらに真珠の中でも価値のあるハナ玉といわれる慢秀なものは第一のグル

ープから 7.4%、第二から21%、第四から 7.7%でた。普通16%も出るクズ玉

が、核を薄い卵白アノレプミンを処理すると 5.2%に減ったわけ。ただこの方法

では、薬品の濃度を高めると核がアゴヤ貝からはみ出してしまうようになり、

脱核数がふえるので、濃度を適当にすることが必要とされている。

社井講師の語 大体、予想通りの結果がでた。こんごさらに実験数をふやし

薬品の濃度もいろいろ変えてやってみたい。

林教授の話 オボムゴイドは卵白アノレブミン中に含まれており、炎症を起す

酵素を抑制する働きを持っている。クナギで実験して成功したので、辻井ーさ

んに世ってみたらといったが、成功したとはうれしい。

(中日新聞34.1.21)
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グラフ教室 (8)

昭和34年度地区別施術計画数量(三重県)
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171 I~ 
1. 1月研究発表会

新春、早々の研究会は31日翼珠会館に於いて開催された。

昨年来、県水産試験場及び国立真珠研究所の計画による試験養殖につい

て会員各位も協力をしてきましたが、今回その浜揚げを終え、これの展

示と経過報告をかねて発表しτ頂く事になりました。
又、昨年実施せられた画期的な稚貝の陸輸送の結果報告や五ケ所青年会

の人々による試験研究の報告もあり、珍らしく多くの方々が多方面から

出席され、極めて盛会であった。

日時 1 月 31 日(土)午前10時~3 時

議題1. 33年度立珠試験装捕について 県水産試験場木村三郎氏

2. 垂下深度、貝掃除の回数及び垂下様式が真珠の品質に及ぼす影響

について 五ケ所青年会真研クラブ代表

3. 33年度に於ける四国よりの稚貝輸送について

出席者(敬称略)

三重県立大学:JII本、辻井他l名

国立冥珠研究所:高山、沢田、丹下、和田

水産試験場:野本、木村、山口

母貝組合:11あ、外海

御木本真珠:横尾

速 水:速水

井上物産:中北

佐藤真珠;向山、安達

真和菓珠:浜地

富士真珠:笹原

加藤真珠:加藤

共栄水産:堤

北村真珠:竹内

中甚真珠:中村

北市真珠:北村
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出口真珠:浦谷

帝国実珠:橋本

村田真珠:符|豆、他3名

みつわ冥珠:落合

波辺真珠:渡辺

党田真珠:佐々木

図辺湾真珠:中島、谷口

大月真珠:青野

鏡 哀珠:中山

山勝冥珠:坂上

東真珠:須古

片岡中学校:茶木

五 ケ 所:幸町(経)、宿、西弁(万)、 )11村、岩城、吉岡、東(1字)

山本(富)、山本(五)

五ケ所青年会翼研クラブ

神 明:島村

鵜 方:東山、前回

立 神:原条、谷口

波 切:柳田

布 施 回:平田、浜口(増)、田畑(克)、坂口、浜口(佐)、山本、

西岡(慎)

紀州:柳(登)

相 賀:村田(忠)、田中(喜)

宿 :}l1口

中 津 浜:浜口(克)、高野谷

古 和:南(元)、笠井

迫 間:中北(良)

安 乗:山口(寅)、森下、村山、西村、池白

神 前:浜地

研 究 会:山本(文)、山本(ー)、白井、谷

2. 真珠用語集編纂について

本年度も残り少くなりましたが、事業計画の lつとして、業者にしばしば

使われる専門用語を解説し、一方に於いて特殊な養殖用語を一般に知らし

めるために用語辞典を作る事になっております。これについては既に着手
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しているのでありますが、より良いものとするために特に養殖用語につい

て会員の皆様の協力をお願い致したく存じます。

実際に1iJ]:事や挿核或いは慣用として使っておられる用語(たとえば、おさ

え、ナノレ、みずがい…等)について 1つでも結構ですから御連絡下されば

幸J主です。

同じものでも地方によって呼び名が呉っているでしょうから是非お寄せ下

さい。(連絡下されば通信料は負担させて頂きます)

1月真珠研究会雑感

久し振りの真珠研究会を1月31日、午前10浮より伊勢市莫珠会館で聞くこと

が出来た。集荷、入札、その他夫々多忙の為め会員諸氏の要望もあることは承

知し乍ら、開催出来ずにいたことは、幹部の資任でもあるが、あまりにも多忙

に過ぎた為と御了承願いたい。然し久し振りの研究会でもあり、議題が昭和33

年度試験養婚の発表とあって、参加者が多数であったことは、如何にこの研究

が多数の期待を寄せられていたかが知られ、喜ばしい。

三重県漁場36地点の成績ぽそれぞれ見本として会場に展示され水試木村技師

の研究成果発表によって漁場の特性が一見出米たことはこの日の大きな成果で

あったと思う。未だデーターは完成していないにしても、将来この整理が進む

につれいろいろと養殖上の今後の問題も出て来ること L思われるが、 1ヶ年間

のこれに関係した方遠の努力に今吏乍ら感謝の念を深くするものであり、今後

も業界の各人が、この研究を積滋的に進めて行く為の努力と支援を希うもので

あるO 引続き発表せられた、五ケ所j南青年会真研クラブの試験養殖結果の発表

は、西井、 JII村の雨君によって行なわれたが、垂下深度、貝掃除の回数及び垂

下様式が真珠の品質に及ぼす影響について、国立真珠研究所の丹下、沢田雨技

官の指導の故もあって、詳細なデーターを集めて発表せられたが、今後の真珠

養殖についての一つの方向、様式といったものが確立される基礎を得られつ L

あるものとして、貴重な研究発表であったことは会員諸氏と共に喜びにたえな

い。こうした研究が各地のグループによって行なわれ、発表せられて行くこと

がこの研究会の目的であるが伎に、会員詩氏が今から一つの研究目擦を持たれ

て、今年の研究計画を立てて、大いに研究してもらいたいものであるO

今回の五ケ所浦青年会真研クラブの研究は一つのモデノレケースであるから、

「管理の問題J1施術の問題Jとそれぞれの得意な分野Pに於て、こうしたグル

ープがより多く出来ることを望んで止まない。

終りに母貝組合外海氏の「四国よりの稚貝の陸路愉送について」会報第3巻
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第9号に寄稿せられた事業について発表があったが、長殖事業が、四国、九十['f

と広地域分散芯制に移行しつ Lある業界に於て室長 となるべき「貝愉送

の問題」を陸路愉送の成功を見た一つの例として、今後会員諸氏がこうした問

題に当面した時に好資料となるものであり、大きな参考になったこと L思われ

る。

とにかく昭和34年第1自の研究会が、すベり出し良く、折からの協雪の寒い

中を多数の参加者によって昼寝会且有意義な会合を持てたことは幹事として慶ば

しいことである。

(研究会山本文栄記)
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1. 交換資料御礼

輸出組合:愉出実績(11月)

哀珠研究所大村支所: Iしんじゅ」第36号

冥珠新聞社真珠新聞

日本水産経済新聞社:日 i二1]水産経済新聞

輸出組合:レポートNo.11

三重県水産試験場:研究報告No.6

2. 器具及び資料

会報簸込表紙(レザー) 50河

国立哀珠研究所報告 2 200河
グ 3 200円

立珠特輯号・ 150円

(/10) 380円

比重計 (A) 210河
/; (B) 320?=J 
/; (c) 210円

(申込には代金を添えてお願い致します)

お願い

アコヤガイの貝殻(二枚揃いのもの)で形や色の変ったもの、種類の

違うもの、特に大きいものを資料として集めておりますので、何かあ

りましたら真珠会館の白井迄おと Yけ下さい。
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。会報に記した通り 1月の研究会は大へんな人気であり盛会であっ

~フh

f'-。
その報告はうも号と今月号に全 しましたので参考になると思

います。

O愈々来月号で33年度第3巻は終る事になりました。原稿のある方

はなるべく早い内に呈出して下さい。

0大分暖かくなり、会館の方は集荷も一段話してこれから楽になり

ますが、漁場の方はいろいろの計画で忙しい事と忠います。

今年も昨年より一層よい成績である様に努力されん事を期待して

います。 (S)

昭和34年 2月 15日発行

第3巻第10号会報 (非売品)

(通巻第19号)

編集者白 井禅 平

三量得、伊勢市岩淵町84番地ノ2

真珠会館内

発行所 真珠研究会伊勢部会
電話〔伊勢局代表)4147i書

三重県伊勢市岩淵町140

印刷所神都印刷株式会
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